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“
歳
月
人
不
待
”
　
　
　
　
　
仕
事
に
誇
り
を

大
撫
鱗
蕪
・
論
響
緯
欄
糠

とひとこ成人を迎えて皆
さ
ん
、

国
民
の
期
待
に
副
え
る
青
年
た
ら
ん

こ
と
を
目
ざ
し
て
、
ご
努
力
さ
れ
る

こ
と
を
強
く
期
待
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

を
も
っ
て
生
き
抜
こ
う
と

す
る
気
持
ち
を
新
た
に
し

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
市
政
・
県
政

や
国
政
な
ど
に
参
画
す
る

た
め
の
選
挙
権
、
そ
の
他

の
法
律
行
為
な
ど
の
公
法

上
の
権
利
、
能
力
な
ど
を

持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

成
人
と
な
れ
ば
、
多
く
の

権
利
を
与
え
ら
れ
る
と
共

に
、
責
任
と
義
務
を
果
た

の
こ
と
は
「
何
も
の
に
も

か
え
ら
れ
な
い
「
尊
い
未

来
」
が
あ
り
ま
す
。
前
途

あ
る
門
出
に
あ
た
り
私
は

「
歳
月
人
不
待
」
と
云
う

詞
を
贈
り
ま
す
。
時
闇
を

大
切
に
し
て
悔
い
の
な
い

人
生
を
立
派
に
生
き
ぬ
か

れ
る
よ
う
期
待
と
願
い
を

こ
め
て
沿
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
ど
う
か
成
人
な
さ
れ
た

一
層
健
康
に
注
意
さ
れ
、

さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
社
会
生
活
上
、
或

一
い
は
仕
事
上
に
お
い
て
も
常
に
自
覚

と
責
任
を
も
っ
て
社
会
か
ら
信
頼
さ

れ
る
よ
う
行
動
し
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
悔
い
の
な
い
よ
う
誠
実
に
生
き

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
今
後
尚
一
層
自
分
の
仕
事
に

自
信
と
誇
り
を
も
ち
、
そ
の
仕
事
を

通
し
て
少
し
で
も
社
会
に
役
立
つ
人

問
に
な
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
　
臼
石
地
区
　
金
　
野
　
純
　
子

　
　
　
　
　
　
（
七
十
七
銀
行
勤
務
）

　
　
　
　
よ
り
一
層
の
努
力
を
　
　
　
　
困
難
に
打
ち
勝
っ
て
　
　
　
　
　
　
心
の
目
を
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
成
人
式
を
迎
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
人
式
を
迎
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
人
式
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
間
、
楽
し
い
時
　
　
　
　
．
　
　
は
、
一
へ
の
大
人

　
私
は
和
裁
を
学
ぶ
機
会
を
え
て
、
　
、
も
、
苦
し
い
時
も
あ
り
ま
し
た
。
今
、
と
し
て
、
世
間
の
方
々
よ
り
認
め
ら

毎
日
針
を
取
り
勉
強
に
精
出
し
て
お
　
後
い
ろ
い
ろ
な
困
難
に
出
合
う
で
し
　
れ
る
事
で
す
。
成
人
の
日
を
境
に
し

り
ま
す
。
思
う
よ
う
に
は
事
は
運
ば
　
よ
う
が
、
困
難
に
う
ち
勝
っ
て
生
き
　
て
、
大
入
の
け
じ
め
、
自
覚
と
責
任

ず
何
度
か
投
げ
出
し
た
く
な
っ
た
か
　
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
勤
　
を
自
分
の
も
の
に
す
る
事
で
は
な
い

知
れ
ま
せ
ん
。
努
力
が
す
ぐ
に
成
功
　
め
は
、
縫
装
関
係
の
仕
事
の
た
め
、
　
で
し
ょ
う
か
。
・
目
分
の
権
利
と
行
動

に
結
び
つ
く
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
　
服
飾
デ
ザ
イ
ン
の
進
歩
に
負
け
な
い
　
そ
し
て
、
広
く
肚
間
を
見
る
事
の
出

努
力
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
失
敗
し
　
よ
う
に
、
新
し
い
仕
事
を
早
く
身
に
　
来
る
目
、
〃
心
の
目
”
を
開
い
て
行

て
も
、
何
に
も
替
え
が
た
い
尊
い
も
　
つ
け
る
よ
う
に
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

の
と
身
を
も
っ
て
感
じ
て
い
ま
す
。
　
　
自
分
の
仕
事
に
、
生
活
に
責
任
を
　
　
若
い
多
く
の
仲
間
と
語
る
機
会
を

よ
り
い
っ
そ
う
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。
も
っ
て
行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
持
ち
、
一
歩
一
歩
前
進
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
小
原
地
区
　
半
　
沢
　
美
代
子
　
　
　
斎
川
地
区
　
大
　
槻
　
け
い
子
　
　
　
大
平
地
区
　
小
　
関
　
三
千
男

　
　
　
　
　
（
吉
見
学
園
師
範
科
）
　
　
　
　
　
（
高
橋
縫
装
K
K
勤
務
）
　
　
　
　
　
　
　
（
白
石
農
協
勤
務
）

萎
多
巨
多
∠
多
売
萎
姦
多
勇
髪
憂
多
を
葬
％
多
∠
多
を
多
多
7
4
髪
を
夢
4
髪
藁
髪
多
ク
多
憂
多
姦
多

　
　
　
　
　
若
人
の
カ
で
　
　
　
　
　
　
大
人
へ
の
第
一
歩

　
　
　
　
　
　
　
近
代
農
業
を

麟
嚇
鍮
響
繕
鍵
蘇
騨
趨
襯
拶

　
　
　
　
　
　
事
し
て
お
り
ま
す

が
、
資
材
、
肥
料
等
の
高
騰
、
そ
し

　
農
産
物
の
安
値
と
幾
多
の
難
関
を

抱
え
て
お
り
ま
す
。
激
動
す
る
昭
和

五
十
年
に
大
人
の
仲
間
入
り
で
き
る

私
は
、
幸
か
不
幸
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
私
達
若
人
に
与
え
ら
れ
た
試
練

と
思
い
、
地
域
農
業
発
展
に
徴
力
な

が
ら
努
力
し
頑
張
っ
て
．
長
い
人
生
を

歩
み
た
い
と
成
人
の
日
を
迎
え
て
決

意
を
あ
ら
た
に
し
ま
し
た

　
　
越
河
地
－
区
　
佐
　
藤
　
正
　
博

　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
　
　
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轡

　
　
　
　
　
　
　
じ
で
す
。
な
ん
と

な
く
生
活
し
て
き
た
わ
た
し
に
と
っ

て
は
、
成
八
、
と
い
う
区
切
り
を
も

っ
て
、
新
た
に
生
活
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

　
将
来
へ
の
希
望
を
持
ち
な
が
ら
、

一
社
会
人
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
の

あ
る
行
動
が
と
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
福
岡
地
区
　
南
　
部
　
つ
る
子

　
　
　
　
　
　
　
（
会
　
社
　
員
）

　
　
　
　
　
　
自
覚
と
責
任

　
　
　
　
　
　
　
　
私
達
が
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
て
早
や
二
十
年
、

　
　
　
　
　
　
　
成
八
の
日
を
迎
え

　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。
社
会
に

　
　
　
　
　
　
　
と
び
こ
ん
で
や
っ

と
一
人
の
大
入
と
認
め
ら
れ
て
も
何

と
な
く
実
感
が
湧
き
ま
せ
ん
。

　
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
て
、
選
挙

権
の
獲
得
、
結
婚
の
自
由
な
ど
が
与

え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
与
え
ら
れ
た

問
題
を
私
達
は
、
責
任
と
自
覚
を
も

う
て
解
決
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
達
を
取
り
ま
く
身
近
か
な
問
題

が
山
積
さ
れ
て
い
る
、
こ
れ
等
を
解

決
出
き
る
よ
う
努
力
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
自
川
地
区
　
谷
　
津
　
一
　
男

　
　
　
　
（
白
石
興
産
K
K
勤
務
）

誠
意
を
も
っ
て

嬢轡

　
日
本
の
伝
統
の

美
、
女
性
の
心
を

豊
か
に
す
る
仕
事

と
し
て
現
在
の
仕

事
を
選
び
、
早
い

も
の
で
二
年
に
な
り
ま
す
。
社
訓
と

し
て
「
お
客
様
に
対
し
て
誠
意
を
持

ち
奉
仕
す
る
一
と
機
会
あ
る
ご
と
に

教
え
ら
れ
、
社
長
を
は
じ
め
完
輩
の

方
々
の
ご
指
導
に
よ
り
努
力
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
口
で
言
う
程
に
実

行
は
難
し
い
も
の
で
す
。
成
人
式
を

迎
え
何
時
ま
で
も
皆
さ
ん
に
頼
る
こ
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街
　
の
　
話
　
題

’

菖聡ワ？盲ワ解亀ワ高り盲り解斗ヲ謎ワ島題話の街島判附

黙納税感謝祭感

　1月22日市民会舘において、白石市納税感

謝祭が行われました、日頃、納税に関して、

ご活躍ご協力いただいた、納税組合（納期内

完納52組合、年度内完納135組合）と地区ぐ

るみ完納された斎川・大鷹沢支部にそれぞれ

表彰伏が贈られました，また優良な成績をあ

げた64納税組合に対しても感謝伏が贈られま

した。

題’寧寧鉾寧認解島ワ解斗諏り就ワ解鑓解解解解

　　　　黙深谷神明神楽“

　福剛朶谷地区の有志の方々が、白石市鷹ノ

巣神楽を習い、深谷神明神楽として、長い間

伝承してきました．

　滅びゆく郷土の無形文化財も関係者の熱意

と努力により、保存会をつくられ、小・中学

生19名が後継者として、太鼓・笛・っづみ、

三拍子の深谷神明神楽12幕を去る1月15日

の成入式会場において披露し、観衆の拍手を

あびていました，

話の街リワ聡晦ワ島？5，斗ヲ斗ワ轟り

街
　
の
　
話
題

題即解《一押岬解解解解解解解解《岬話の解解解即岬岬解解解岬解解解解街

自
石
市
街
の
市
神

白
石
市
史
編
さ
ん
委
員
飯
沼
寅
治

　
現
在
の
白
石
の
市
街
地
は
、
も
と

河
原
で
あ
っ
た
所
を
、
天
正
十
九
年

（
一
五
九
　
）
蒲
生
氏
郷
の
重
臣
、

蒲
生
郷
成
が
近
世
的
な
自
石
城
を
初

め
て
築
い
た
時
、
そ
の
城
下
町
と
し

て
建
設
し
た
の
に
始
ま
る
。

　
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
白

石
誠
下
の
町
割
を
行
な
い
、
町
内
に

ろ
く
さ
し
い
ち

六
斎
市
を
設
け
て
、
近
在
の
農
村
か

ら
の
物
資
を
集
め
て
城
下
町
の
繁
栄

を
は
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
慶
長
七

年
（
一
六
〇
二
）
片
倉
領
と
な
っ
た

白
石
城
下
町
は
、
前
よ
り
一
廻
り
大

き
く
な
り
、
そ
の
中
に
か
ぎ
形
に
、

　
ち
ょ
う

六
町
と
言
わ
れ
る
町
人
町
が
造
ら
れ

た
。
即
ち
現
在
の
本
町
、
中
町
、
長

町
、
亘
理
町
、
短
ケ
町
、
新
町
が
そ

れ
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
町
に
は
商
売

を
す
る
店
は
殆
ん
ど
な
く
、
物
の
取

引
は
専
ら
、
五
日
お
き
に
開
か
れ
る

六
斎
市
で
行
な
わ
れ
た
。

　
藩
政
中
期
、
白
石
の
六
斎
市
は
、

二
・
七
の
市
で
、
毎
月
二
、
七
、
十

二
、
十
七
、
二
十
二
、
二
十
七
日
の

日
に
、
六
町
持
廻
り
で
開
か
れ
た
。

（
史
料
篇
下
五
三
二
頁
参
照
）
六
町

に
は
そ
れ
ぐ
に
入
馬
の
指
揮
や
取

締
に
あ
た
る
検
断
が
お
っ
た
が
、
検

断
屋
敷
付
近
に
市
神
が
あ
り
、
市
日

に
は
こ
こ
を
中
心
に
近
く
の
町
や
農

村
か
ら
人
が
集
ま
り
、
食
料
品
、
日

用
品
な
ど
の
売
買
で
賑
わ
っ
た
も
の

だ
っ
た
。
表
紙
写
真
は
現
存
す
る
四

つ
の
市
神
で
あ
る
。
　
（
短
ケ
町
の
は

延
命
寺
に
移
さ
れ
て
い
た
が
、
終
戦

こ
ろ
不
明
と
な
り
、
長
町
の
は
、
明

治
三
十
二
年
の
白
石
大
火
で
不
明
と

な
り
、
そ
の
跡
に
代
り
の
簡
単
な
市

神
が
杞
ら
れ
て
あ
る
。
）

　
な
お
幕
末
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
こ

の
六
斎
市
は
、
紙
、
楮
、
紙
布
な
ど

の
市
場
と
し
て
は
、
仙
台
藩
内
最
大

の
取
引
量
を
ほ
こ
り
、
仙
台
や
仙
南

各
地
か
ら
天
秤
（
て
ん
び
ん
）
を
か

つ
い
だ
商
人
や
、
紙
を
売
り
に
来
る

近
傍
の
農
民
が
参
集
し
て
大
い
に
賑

わ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
市
も
明
治

以
降
は
す
た
れ
、
僅
か
に
昭
和
二
十

年
頃
ま
で
苗
木
市
と
し
て
中
町
橋
付

近
に
残
つ
て
い
た
が
、
今
は
無
い
。

◎
来
年
度
の
予
告

　
市
内
各
地
区
か
ら
余
り
知
れ
て
い

な
い
史
蹟
を
え
ら
ん
で
説
い
た
「
史

4月27日（告示4月17日）

蹟
を
た
ず
ね
て
」
は
来
月
号
で
終
り
、
石

四
月
号
か
ら
は
筆
を
洗
つ
て
「
史
跡
　
自

定
で
す
。
御
愛
読
を
願
い
ま
す
。
　
　
6 市議会議員選挙投票日
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　白石市「財政状況の公表に関する条例1の定めるとこ

ろに・より昭和49年4月1日から昭和49年9月30日までの

期間にっいて市の財政状況をお知らせいたします。

　　　　　　　　　白石市長麻生寛道

　　深谷保育園建設事業

日召　失業対策事業
和働く婦人の家建設事業

撃
　　　圃場整備事業補助金

　　塩ノ　花農用地
　　　開発事業負担金

34，965千円

12，392千円

92，413千円

9，121千円

道路橋梁整備事業139，458干円

都市計画整備事業12，008千円

公営住宅建設事業85，473千円
臼　　　月1　　ノ』、　　学　　　季交

　　　　　　　　20，083千円水泳プール整備事業

福岡　小学校105，964千円
校舎増改築事業
福岡小学校八宮分校　10，578千円
へき地集会室整備事業

幼稚園建設事業68，894千円

斎川公民舘建設事業48，813千円

交通安全施設整備事業　5，460千円

主
な
事
業

県　営　道　路　等
補修事業負担金

7，438千円

8，440千円

林道開設改良事業20，987千円

市行造林整備事業　5，400千円

遊歩道整備事業　7，000千円

昭和49年度一般会計歳入歳出予算

　　　　　　市税
　　　　　　656，056千円地万交付税
　　　　　　（25．4％）
928，848千円

（36・6％）　　　　その他

　　　　　　　　290，042千円
　　　愈　　（1L2％
　　奪
欝

　　　　国県支出金
　　　　　539，337干円
　　　　　（20．9％）

166，600千r口

灘灘lr　灘．

響攣簸纏灘ド

撫、竈1∵、』1灘二談鰍

欝灘、．爵

　　　昭和50年1月1日現在

人　口　41，，373人　世帯数9，87フi

　　男20，095人　（　　　　 面積285・94km2i

　　女21，278人

昭和48年度決算（一般会計）

歳入　2，636，874千円

地方交付税

889，129千円

（33．7％）

市　一税
648，686千円

　（24．6％）

国県支出金

547，451千円

（20．7％）
110．6％） 7

％

巳

分担金及び負担金29，769干円（1．1％）
使用料及び手数料　31，944千円‘1．2％）

財
寄
繰
繰
諸
地
自
交

手
｛
甚
￥

産　　収

　
　
　
　
与

附
入
越
収
譲

102，396千円
（4．0％）

市債
228，900千円

その他
46、094千円

（L7％）

方

入
金
金
金
入
税

58，137千円（2．3％）

2，037千円（0．1％）

2，289千円（0，1％）

62，932千円12．4％）

32，373千円（1．3％）

29，119千円（1．1％）

自動車取得税交付金38，001千円（1．5％）
交通安全対策特別交付金　　3，441千円（0．1％）

　（4．1％）

11島749千円欝

（4編）譲

　106，435干・円

働く婦人の家

議会費
61，618干円

（2．4％）　商工費55，838千円（2．2％1
↑　・〔予備費773千円（一）

12。，564千円蹄耀業

（4’7％）㌔6議2雲円

147，865千円
（5，7％）　　　　正

民生費

556，075千円
（21．5％）

教育費

529，647千円

（205％）

　　　　　その他の収入
　　　　　276，614千円

農林水産業
246，819千円

教育費
497，881千円

（19．8％）

費
円

　
肝
ー

木
6
7
砺

　
殊
7
一

土
4

4
0

費
円
）

　
肝
％

務
4
3
6

　
　
ロ
ロ

総
4
6
σ

民生　費
438，616千

（17．4％）
（9．8％）

の
他

そ

歳　出

　　　　　　146，113千円（5．8％／

2，520，469千円

衛生費
116，503千円
（4．6％）

消　防　費
83，643千円

イ3．3％）

（14’警粉　総務費

　　　｛20，30で一
　　　（16．＆％）㌧

溝債
鰯
瑚

　
　
ユ

公
臥
⑬

　　昭和48年度決算

歳　　入

（特別会計）

歳　　出

532，609千円　国民健康保険 521，860千円

7，027千円水道事業 7，027千円
昭和49年度特別会計別総括表
　　　　　　　　　　　　　　昭和49年9月30日現在（単位千円〉

越河小学校

　↓
235，952千円　宅地造成事業

会　計　別

般会計
国民健康保険

臼石市簡易水道
一
宅
地
造 成事業
貸　付　資　金

計A
・

予算現額

2，580，883

663，716

7．741

327，000

3，579，340

235，952千円
歳 入

調定額
1，785，931

244，位70

4，003

9，941

2，043，945

収入済額
1，506，632

230，473

3，265

9，941

1，750，311

未収入額

279，299

13，597

738

0

293，634

歳 出

支出済額

950，103

244201

3，317

235，091

1，432，712

予算残額
1，630，780

419，515

4，424

91，909

2，146，628

難

（5）［…璽］白石市の位置東経・4α37オ㈱a5

市有財産の状況（昭和49年9月30日現在）

土地 建物

藤翻、
車』輌

　　　110台

基 証券その他の基、

34，140円

圃，自石市の誕生昭和29年4月 （4）
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お　し　ら　せ

行政相　談

　2月8日　午後1時から3時ま

で、市役所市民相談室において、

相談に応じております。

　　相談員　　　小関利雄

　　相談員　　　鈴木　勇

定期生活相談

一孝月5日、15日、25日午前10時

から12時まで、市役所第2会議室

において相談に応じております。

社会保険相談

各種の厚生年金、国民年金等に

ついて、2月21日　午前10時から

午後3時まで、白石商工会議所に

おいて、相談に応じております。

　高令者職業紹介相談

　　　7
　2月4日と18日　午前10時から

12時まで、市役所福祉事務所にお

いて、相談に応じて沿ります。

、ξ人権法律（無料）相談

　2月5日午前10時から12時まで

市役所において、結婚、離婚、親

子、登記等あらゆる法律制度手続

き等について、佐久間弁護士が、

相談に応じております。

》『補聴器巡回サービス

　2月14日午前9時から11時まで、

市役所福祉事務所において、補聴

器の巡回サービスを実施いたして

おります。

Ω◇ΩΩ．◇◇◇◇◇づ繊◇◇◇σ観σ
◇くΣ　　　　　　◎　 くΣ　　　　くΣ繊◇

◎　　　　　　　◇　 Ω　 くΣ　　　　　◇

◇◇◎ΩΩΩ◇観σ◎く＞◇◇くΣ◇◇◇

紳石市史第5巻配本中’

号ξ予約者はお早めにどうそ

　臼石市史第5巻の配本を白石地

区予約者について、市役所市民相

談室で行って拾ります。まだ沿受

けとりにならない方は、お早めに

お求め下さい。

（口絵4頁、本文711頁定価3，000円）

…：「明るいくらしの設言＋

　簡易保険新加入運動

　　　1月～3月

郵政省では、1月から3月まで

「明るいくらしの設計簡易保険新

加入運動」を実施しております。

交通事故、子供の教育、老後の

保障等、生命保険の保障のあるく

らしにより、家庭の幸せづくりに

役立っております。

皆さまから台預りした保険料は、

公共施設の建設等にお役に立って

おり、白石市の発展建設資金とし

て、次の施設建設に多額の融資を

しております。

　〔融資された資金、施設名〕

〉新舘公営住宅建設事業19．800千円

〉越河小学校増改築事業43．000千円

〉新舘公営住宅建設事業22．100干円

〉区画整理事業　　　　3，400千円

〉福岡小学校改築事業　34。300千円

〉第二幼稚園新築事業　19，100千円

白石体協史発刊

体育のまち、自石を育てた白石

市体育協会の歩みを、写真を多く

とり入れ、B5版90頁にまとめ1

冊700円でおわけしております。

　ご希望の方は、

　白石市亘理町218の3

　　　石津屋商店へ（5－7373）

（7〉［…亟1白石市幼児園・保育園児数・幼稚園2・7人保育園435人

馨　σσσ◇qq◇◇qζ〉縦◎◇◇◇◇
　　　◇◇　　　くΣ　◇　　　　◇◇
　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　つ
⑨◇◇◇σΩ◇σ◇q◇◇◇ασΩ◇

’一少年期と家庭一研修の集い一

家族のものが、それぞれの立場

で家庭生活を営む中で教育し、教

育されるという働きを持つ場が家

庭であると思います。家庭におけ

る子どもの教育は、実に重要であ

ります。この時期の子どもの家庭

教育の問題について究明し、一望ま

しい家庭教育のあり方を深める集

いを開催いたします。

　日時2月20日午後1時
　場　　所　　臼石市民会舘

　参加対象　　どなたでも参加で

　　　　　きます。
　劉 IIIII

I
・lllI㎞一N、奥さま大学＼、1・1［” 1肖ll”㎞”IIllII

I隆

　砺・IIlllII閉講記念講演会開催II lI II
”11』譜

消費生活の諸問題について講演

会を開催いたしますので、一般の

方々のご聴講をおすすめいたしま
す。

〉日時2月19日午後1時
〉　場　所　　市役所大会議室

〉　スクーリング

　　「消費生活の諸問題について

　　県消費生活センター所長

　　　　　　　津田智司氏
〉　記念講演

　　「日本の現情と消費者1

　　日本製品安全協会

　　　　理事長　中野哲失氏

・‘口座振替により支払する

振込先金融機関指定について

お

し

ら

せ

　口座振替の方法により、市から

支払する場合における金融機関を

次のように定めました。
　　　　　　　　　　　　お　　仙南信用金庫
　　徳陽相互銀行白石支店　　　し
　　振興相互銀行自石支店
　　白石市農業協同組合　　　　　b
l、，甜舛一臥今月の納期5　蕾一‘，…

il：　　　　　　　　　Il　せ
曜・・国民健康保険税　第5期‘ 「

老人福祉センター

　2　月

書道・囲碁

民謡・謡曲

生花・茶道

盆栽

の行事
・将棋

・詩吟
日
日
日
日

13

7
4
6

25日

21日

18日

19日

摯
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健
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証
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者
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の
場
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、
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け
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手
続
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽

▽
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象
者
が
国
民
健
康
保
険
の
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保
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者
の
場
合
は
、
国
民
健
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険
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持
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で
手
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て
下
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▽
　
対
象
者
が
、
社
会
保
険
等
の
被

扶
養
者
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場
合
は
、
次
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手
続
き

　
に
必
要
な
も
の
を
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、
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役
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内
福
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、
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。

黙私に名前をつけて“

　ねたきり老人の移動入浴車

　老人福祉対策の一畷として、4月i’

からねたきり老人で、入浴出来る方ii

を対象として、移動入浴車による巡i
回入浴事業を行います．
　ねたきり老人の方々に、親しまれ、i

入浴車にふさわしい名前を募集して1
おります，どうぞ，グ

〉　官制ハガキに愛称を明記

〉　〆切日　2月28日
〉　採用点数　1点
〉　あて先　臼石市字桜小路35
　　　　　臼石市役所
　　　　　　社会福祉事務所

　　県営住宅入居者募集

　　　　2月10日～18日

　　申込は市役所建設課へ

成まい運““呼年み病
績で義動歳赤び十ん生め

　を’援は末いか月な活ぐ
　あ次金’助羽けかででま
　げのを市け根たら助困れ
　る募い民あ共’市けつな
　こ金たのい同　民合てい

罐勤萎萎鶴黙
出の’の11”　さと人長
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．
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す
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中
の
　
　
ス

医
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費
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年
一
月
か
ら
　
▽

三
歳
未
満
の
乳
幼
児
ま
で
に
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実
　
　
証
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す
る
こ
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に
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た
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た
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か
げ
さ

よ
う
に
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来
、
市
内

…
相
互
銀
行
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石
支
店

相
互
銀
行
白
石
支
店

一
農
業
協
同
組
合

　
　
　
（
本
所
・
支
所
）

振
込
手
続
き
の
、
終
っ
て

方
は
至
急
手
続
き
を
済
ま

さ
い
。 白石

岡
平
河
川
沢
川
原

　
　
　
　
鷹

福
大
越
斎
大
白
小

国民健康保険加入の方
社会保険等加入の方

国民健康保険加入の方

社会保険等加入の方

（市）保険課

福祉事務所

ん’をい
に昨’闘

各出張所
　（分室）

議欝襯〉募金

ご協力ありガとう

共同募金実績
募金種別 地区別 目　標　額 実　績　額

歳末助けあい募金実績

の
薄
幸
な
人
達
に
贈
り
ま
し
た
。

募
金
に
あ
た
り
ま
し
て
区
長
さ
ん
を

始
め
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
そ
の
他
市
民
の
皆
様
の
ご

協
力
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

戸　別

一般募金

白 石

越 河

斎 川

大 平

大　鷹　沢
白 川

福 岡

小 原

（難縢）

ム
ロ

計
一

843，423円

72，882

43，009

51，920

63，433

63，416

247，827

55，090

1，441，000

858，614円

73，260

43，625

5L927

63，590

64，940

260，565

55，610

187，104

1，659，235

団 本f
民謡民舞保存会

白石商工会議所及＝び

商工会連合会

ボーイスカウト
ガールスカウト

篤志寄附
区長会自石

越河
斎川
大平
大鷹沢

臼川
福岡

小原
△
口 計

金 額

100，000円

156，705

164，440

412，904

500，900

83，300

38，050

40，650

52，200

53，000

196，160

49，500

1，847，8D9

國白石制一中学校児童数小学校3・428人中学校2・・73人 （61
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お　し　ら　せ
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　　13

13

14

14

18

19

20

25

26

27

健康相談日

健康相談日

健康相談日

健康相談日

3カ月児オ

ジフテ　リ

9：30～12：00

9：30～11：30

13：30～15：00

白石市役所

越河出張所

斎川出張所

9：30～11：30 r口Il出張所
　

一『
讐鵬÷一器欝

ジフテ　リ　ヤ

12カ月児検診

ジフテ　リ　ヤ

ジフテ　リ　ヤ

3カ月児検診

健康相談日

健康相談日
妊　婦　相　談

健康相談日
6カ月児検診

3才6カ月児検診

健康相談日

6カ月児検診

13　：30～14　：20

13：00～13：10

第2小学校

白石地区の方

越河地区の方

斎川地区の方

内川地区の方

10月1日～31日までの出生者で越河・斎川
大平・大鷹沢・白川・福岡・小原地区の方

第1小学校学区の就学児童

第2小学校学区の就学児童

白石癖司昭干日4而月雌者

13：30～14：20　，福1出1・」・’学1交

13：30～14：20 福岡小学校

13：00～13：10
9：3，～11：薪

白　石f呆f建戸斤

福岡小羊校学区の就学児童

炉
大鷹沢出張所

13：3・一15司大

13：00～13：10

9：30～11：30

13：00～13110

12：30～13：00

9：30～11：30

13　：00～13　：10

平分室

市民会館

福岡分室

市民会館
臼石保健所

小原診療所

市民会館

福岡小学校学区の就学児童

1日～31日までの出生者で白石地区の

大鷹沢地区の方

大平地区の方

1月届出の方

福岡地区の方

昭和49年8月出生者で白石地区の方

昭和46年8月1日～31日までの出生者

小原地区の方

昭和49年8月出生者で越河・斎川・大平・
大鷹沢・白川・福岡・小原地区の方
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サリドマイド被害者に対する補償について

　昨年11月サリドマイド剤服川により、被害を受け　　記あて申1清してrさい、

た方によって、おこされた1訴訟が裁判 ヒの和解

　によって終結したことは、すでにご存りlliのことと思　　　申出期限　昭和50年2月20日

　いますが。その際、サリドマイド剤服用によって被　　　申出先　東京都干代田区霞ケ関1～2～2

害を受けた方で、訴訟を提起しなかった方に対1、て　　　　　　　厚生省薬務局企画課

　も補償を行うことになりました。該当される方は下　　　　　　〒100　TELO3－501－4875

　　　　2月の休日当番医「漁　　　　　勤労青少年ホーム

1態1…撫無…き翻蜜懸濯1語，1，蕪

16日大沼医院⑤25。2刈田病院【豆）21451　　華道池坊6・13・2・・27骸ダンス6・13・2・・27

23脆医院（◎2410加聾塑劃　　霜1劃’原翻111：lll篇ンポ、llllll躍

圃白石市の人・1月1日現在9・877世帯男2α・95入女21．278人計4L373入

お
し
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せ
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